
市
は
「
待
機
児
童
ゼ
ロ
」
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。
２
月
１
日
時
点

で
の
保
育
所
待
機
児
童
数
は
１
６

７
人
で
し
た
。
左
表
の
よ
う
に
毎

年
０
～
２
歳
児
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
こ
れ
ま
で

「
年
間
を
通
じ
て
低
年
齢
児
を
受

け
入
れ
る
保
育
所
の
定
数
増
と
公

立
保
育
所
の
増
設
が
急
務
。
」
と

強
く
主
張
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
今
年
度
か
ら
保
育

所
定
数
を
３
４
５
人
増
や
し
、
そ

の
う
ち
の
１
８
７
人
が
０
～
２
歳

児
の
定
数
増
と
な
り
ま
し
た
。

特
に
、
０
～
２
歳
児
対
象
の
定

員
19
人
以
下
の
「
小
規
模
保
育
」

が
５
カ
所
増
え
ま
し
た
。

ま
た
、
現
在
、
２
年
後
に
八
木

崎
に
複
合
型
子
育
て
支
援
施
設

（
保
育
所
定
員
１
２
０
人
、
病
児

保
育
３
人
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
定
員
60
人
）
を
開
設
す
る
た

め
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

３
月
20
日
現
在
の
０
歳
～
２
歳

の
受
入
可
能
児
童
数
（
空
き
数
）

は
左
表
の
通
り
で
す
。
特
に
小
規

模
保
育
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

保
育
士
の
適
正
配
置
と
質
の
確

保
を
し
っ
か
り
と
行
う
こ
と
が
重

要
で
す
。
左
・
下
表
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
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小
規
模
保
育
施
設
に

受
入
可
能
児
童
数
90
人

保
育
所
の
待
機
児
童
解
消
を

２
０
１
９
年
度
・
定
数
３
４
５
人
増

保育所待機児童数

2018年2月1日 2019年2月1日
（2018年入所が保留となっいる児童数）

０歳児 １８２人 １００人

１歳児 ９５人 ４７人

２歳児 ４１人 １３人

３歳児 １６人 ６人

４歳児 ５人 １人

５歳児 ２人 ０人

計 ３４１人 １６７人

種 類 特徴（対象） 施設数 定員 空き数

保育所 保護者の就労などで保育を必要とする子どもを預か 公立10 961人 60人
る。 民間20 1779人 96人

認定こども園 保育所と幼稚園の機能をもち、地域の子育ても行う。 6 501人 120人

事業所内 従業員の子どもと地域の子どもを一緒に保育する。 1 14人 2人
地域型 保 育

保育 小規模 少人数で、家庭的な雰囲気の中で、きめ細かな 保育 9 165人 90人
保 育 をする。０～２歳児対象の定員19人以下。

春日部市の保育施設及び地域型保育の種類と特徴 (2019年度、空き数は3月20日現在)

小
規
模
保
育
５
施
設
増

２
年
後
に
公
立
保
育
所
開
設

0～2歳児受入可能児童数3月20日現在

種 類 ０歳児 1歳児 2歳児

公立保育所 4人 0人 7人

民間保育園 42人 7人 14人

認定こども園 5人 2人 11人

事業所内保育 0人 1人 1人

小規模保育 21人 31人 38人

合計 72人 41人 71人



３
月
11
日
、
並
木
と
し
え
議

員
は
、
３
月
定
例
市
議
会
で
①

安
心
の
介
護
保
険
制
度
に
充
実

を

②
手
話
言
語
条
例
の
制
定
、

の
２
点
に
つ
い
て
一
般
質
問
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。

「
介
護
保
険
」
が
始
ま
っ
て

20
年
、
た
び
重
な
る
制
度
改
悪

で
、
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
介

護
制
度
に
は
ほ
ど
遠
い
現
状
で

す
。
さ
ら
に
、
２
０
１
７
年
５

月
に
成
立
し
た
「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
強
化
の
た
め
の
介

護
保
険
法
改
正
」
は
、
公
的
給

付
の
削
減
と
利
用
者
負
担
の
強

化
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
が

大
問
題
で
す
。

昨
年
か
ら
、
「
要
支
援
」
認

定
者
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、
介
護

保
険
か
ら
外
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
市
が
実
施
す
る
事
業
に
変
わ

り
ま
し
た
。
「
卒
業
」
を
強
制

し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
な
く
な
っ
て
い
る
自
治
体
も

あ
り
ま
す
。

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
安
心
し

て
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
春
日
部

の
現
状
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

「
要
支
援
」
高
齢
者
の
多
く

は
、
介
護
保
険
同
様
の
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
現
在
、

市
内
で
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
も
、

８
事
業
所
が
資
格
要
件
を
緩
和

し
て
事
業
が
認
可
さ
れ
て
い
ま

す
。
専
門
職
で
な
く
て
も
一
定

の
研
修
を
受
け
れ
ば
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
る
も
の
で
、
利
用

料
金
は
７
割
程
度
で
す
。

本
人
の
意
思
を
十
分
尊
重
し
、

「
緩
和
型
」
も
選
択
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
経
済
的
な
理
由
で

「
緩
和
型
」
を
選
択
せ
ざ
る
を

得
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な

い
よ
う
、
配
慮
を
求
め
ま
し
た
。

聴
覚
に
障
害
を
持
つ
方
が

「
手
話
を
言
語
と
し
て
認
め
、

手
話
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
権
利
を
尊
重
し
て
ほ
し

い
」
と
、
手
話
言
語
法
の
制
定

を
求
め
る
運
動
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、
埼
玉

県
内
で
は
63
市
町
村
中
27
市
町

で
手
話
言
語
条
例
が
制
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

「
春
日
部
市
に
お
い
て
も
、

手
話
の
普
及
と
手
話
を
使
用
し

や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
た
め

に
、
手
話
言
語
条
例
の
制
定
を
」

と
求
め
ま
し
た
。

福
祉
部
長
は
「
手
話
は
、
音

声
言
語
と
同
様
に
、
意
思
疎
通
、

情
報
収
集
の
手
段
で
あ
り
、
手

話
が
言
語
で
あ
る
こ
と
の
理
解

を
深
め
、
広
く
普
及
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
必
要
」
と
の
認
識
を

示
し
ま
し
た
が
、
手
話
言
語
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
は
「
国
民

全
体
が
手
話
を
理
解
し
、
使
い

や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
こ
と
で
、
お
互
い
を
理
解

し
共
生
す
る
地
域
社
会
を
築
い

て
い
け
る
こ
と
か
ら
、
国
に
お

い
て
法
を
整
備
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
の
答
弁
で
し
た
。

２０１９年４月１４日（日） 日本共産党発行 週刊 第２２７３号

休
日
の
当
番
医

市立医療センター ℡735-1261(夜間毎日、土･日･祝日)内･外科系 小児救急電話相談 #7119

4/14(日) 東都春日部病院（内科系・外科系）大畑652-7 電話739-2000
豊春内科小児科クリニック（小児科系）上蛭田681 電話760-2300

4/21(日) 南部厚生病院（内科系)大場20-1 電話736-7511 浜崎医院(小児科系)
備後西3-8-57 電話745-6000 舘浦整形外科医院(外科系)永沼2229-1 電話731-5040

「
卒
業
」
の
強
制
で

サ
ー
ビ
ス
排
除
も

手
話
言
語
条
例

の
制
定
を

専
門
職
で
な
い

サ
ー
ビ
ス
８
事
業
所
で

安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
介
護
を

給
付
削
減
、
負
担
強
化
の
法
改
正
は
問
題

並木としえ議員一般質問


